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１．土地利用・景観形成に関するこれまでの検討の流れ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富山駅周辺整備協議会（平成 15-16 年度） 

第１回富山駅周辺整備事業推進協議会（H18.10.25） 

第２回富山駅周辺整備事業推進協議会（H19.02.20） 

第３回富山駅周辺整備事業推進協議会（H19.12.19） 

第４回富山駅周辺整備事業推進協議会（H20.03.14） 

第５回富山駅周辺整備事業推進協議会（H20.06.24） 

平
成
１
８
年
度 

平
成
１
９
年
度 

平
成
２
０
年
度
以
降 

①富山駅周辺地区の土地利用の現況 

②富山駅直近部の導入機能について 

③富山駅周辺地区の立地施設の現状と課題 

①富山市中心市街地の方向性 

②富山駅直近部の開発余地 

③新幹線効果による土地利用の課題と導入機能の整理 

④駅周辺地区の土地利用の現状と課題（再整理） 

⑤駅周辺地区の景観の現状と課題 

①富山駅周辺の土地利用方針（案） 

 ・駅周辺の土地利用の現況と課題、アンケート調査結果等を踏まえて土

地利用方針（案）、土地利用ゾーニング（案）を提示。 

②富山駅周辺の景観形成方針（案） 

 ・駅周辺の景観の現状と課題を踏まえ、景観形成の方針（案）を提示。

①富山駅周辺整備の基本方針（案） 

②富山駅周辺の土地利用方針 

 ・土地利用方針を一部修正して提示。土地利用イメージを掲載。 

③富山駅周辺の景観形成方針 

 ・景観まちづくり基準、富山市屋外広告物条例（改正案）、富山駅南地区

地区計画による規制（案）を提示。 

①富山駅周辺土地利用計画（素案） 

 ・駅周辺における土地利用及び景観形成の方向性の提示。 

②富山駅高架下空間の利活用に関する検討 

 ・高架下の概要を示し、高架下への立地が望ましい機能等を整理。 

※以降、個別具体の内容について検討を深める 

交通広場等の計画を含む全体的な基本計画の策定 

①高架下空間 

 の利活用 

②地区計画の 

 具体的検討 

③大規模街区 

 の利活用 

④富山駅周辺 

 まちづくり 

⑤駅前広場等 

 の利活用 
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２．本協議会における検討事項の整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆今年度以降、富山駅周辺土地利用計画に基づき、個別具体の方針について検討する。 

◆平成２０年度は、「高架下空間の利活用」をテーマとし、検討を進める。 

■ 今後の検討スケジュール（案） ■ 
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３．高架下に関する検討スケジュール（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第５回富山駅周辺整備事業推進協議会（H20.06.24） 
■高架下空間の概要等について 

・高架下に関する検討スケジュール（案）の提示 

・高架下の概要の整理（前提条件、検討範囲など） 

・高架下空間の利活用方針の検討（基本的考え方、導入機能） 

・他駅における高架下利用事例の提示 

以降の富山駅周辺整備事業推進協議会（未定） 

■高架下空間の利活用方針に関する検討 

 ・高架下への導入機能の検討 

 ・高架下における各種機能の配置案の検討 

 ・施設整備時期、管理運営について 

■富山駅高架下空間利活用方針（案）の立案 

 ・これまでの検討結果を踏まえて、高架下空間の利活用方針を策定 

  （本協議会としての高架下空間に対する考え方を明確化） 

◆今後、高架下導入機能のさらなる検討、各種機能の配置案、施設整備時期や管理運営

体制に関する検討を行い、「富山駅高架下空間利活用方針（案）」を立案。 

◆本協議会での検討結果は、今後、事業者間で行われる具体的な協議調整の場に提示し、

実現化に向けて検討していく予定。 

高架下利活用方針（協議会案）の立案 

事業者間の協議調整、実現化に向けた検討 
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４．富山駅高架下の概要 

（１）検討にあたっての条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新幹線高架下は、ＪＲ西日本が主

体的に利活用を行うものと想定さ

れる。 

◆一方、在来線は、鉄道事業者（第

３セクター等）が主体的に利活用

を行うことが予想される。 

◆本協議会では、権利関係にとらわ

れず、県都の玄関口として、高架

下空間のあるべき方向性について

新幹線・在来線を一体的に検討す

ることを目的とする。 

※本協議会での検討結果は、今後、

事業者間で行われる具体的な協議

調整の場に提示し、実現化に向け

て検討していく予定。 

出典：富山市パンフレット「富山駅周辺整備事業の概要」より
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【参考】新幹線と在来線の高架下利用等の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在 来 線 新 幹 線 

在 来 線 新 幹 線 

高架下利用 

（鉄道施設を除く） 

土地所有者 ＪＲ西日本（一部、鉄道運輸機構） 

ＪＲ利用 民間企業 県・市など 

ＪＲ西日本 

貸付 貸付 

■富山駅における新幹線整備・在来線高架化後の状況 

鉄道事業者（第３セクター等） 

鉄道事業者利用 民間企業 県・市など 

貸付 貸付 

※地方公共団体の施設は、高架下面積の 15％までは公租公課相

当額の使用料で設置できる（連続立体交差に関する協定およ

び細目協定（平成 4年 3月 31 日付け 建設省・運輸省）より）。

鉄道事業者（第３セクター等） 

◇並行在来線は、新幹線開業後、ＪＲから経営分離

（第３セクター等に移行予定）。 
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（２）検討の範囲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆富山駅周辺土地利用基本方針において「賑わい拠点ゾーン」に位置づけられており、

新幹線と在来線のコンコースの直近に位置する下図Ａ～Ｄの４つのブロックを含む

範囲を、本協議会での検討範囲とする。 

■ 富山駅高架下平面図 ■ 

南北自由通路 

新幹線 

コンコース 

東西自由通路

在来線 

コンコース 
Ｂブロック 

（約 2,400 ㎡）

Ｃブロック 

（約 3,900 ㎡）

Ｄブロック 

（約 900 ㎡） 

南西街区 

北西街区 

マリエ 

Ａブロック 

（約 700㎡） 

新幹線高架下 

在来線高架下 

南口交通広場 

北口交通広場 

西口交通広場 

エスタ 

地鉄富山駅 

駐車場等 

検討範囲 

（
都
）
富
山
駅
横
断
東
線 

検討範囲の高架下利用可能面積＝約 7,900 ㎡ 
（Ａ～Ｄの合計床面積であり、柱の面積を含む） 
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５．高架下空間の利活用方針の検討 

（１）検討に際しての基本的考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＲ富山駅の主な既存施設の状況 
 
 

◆土地利用方針では「賑わい拠点ゾーン」と位置づけ

ており、既存の商業施設や駅直近の大規模街区との

関係に配慮しつつ、賑わいの連続性を確保するよう

努める必要がある。 

◎最低限、既存の駅舎にあるものは必要。 

・民間機能：飲食店、土産店、書店、薬局、宅配便、コンビニなど 

・公的機能：観光案内・観光物産、ＰＯＲＴＲＡＭショップ、交番など 

◎既存＋αの機能を導入し、魅力向上ならびに賑わいの連続性確保に努める。 

◇ＪＲ駅～地鉄駅の間 

 コンビニや飲食店が並ぶ 

 （エスタ・マリエにつながる） 

◇ＪＲ駅構内（１階） 

 飲食店や食料品店、キヨスク、

薬局、旅行代理店等が並ぶ 

◇ＪＲ駅構内（２階） 

 銘菓や海産物等の土産店の

他、書店やｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店が立地

◇ＪＲ駅構内（３階） 

 レストランフロアとして飲

食店が並ぶ 

◇富山市観光案内所 

 駅南口広場（屋外）に立地 

 （受付で女性が対応） 

◇富山市観光コーナー 

 改札口正面に設置 

 （画像とパンフレットのみ） 

◇PORTRAM ショップ 

 駅北口改札前に設置 

 写真右は物産展示ブース 

[民間機能] 
◇とやま駅特選館（富山ステーションデパート）を中心に、既存の駅構内には、飲食店、土産店、

書店、薬局、宅配便、コンビニなどの民間施設が立地。 

[公的機能] 
◇市の観光案内施設は改札前と南口広場に設置されている。 

◇待合室は改札口付近のラッチ外に設置。そば屋と併設し、収容人数は２０人程度と小規模。 

◇駅北には PORTRAM ショップが立地。passca（パスカ）の自販機もあり。 

◇交番は、ＪＲ富山駅と地鉄富山駅の間に位置している。 

★とやま駅特選館（富山ｽﾃｰｼｮﾝﾃﾞﾊﾟｰﾄ）の規模 

 延べ床面積：5,630 ㎡（店舗面積：1,246 ㎡）
（資料：全国大型小売店総覧 2008 より）

★既存の観光案内施設や待合室等の面積を入れ

ても、検討範囲の高架下利用可能エリア（約

7,900 ㎡）に収まる規模 

※ただし、ＪＲ金沢駅（延べ床面積：約 17,000 ㎡、

１層構造）やＪＲ岐阜駅（延べ床面積：約 61,000

㎡、３層構造）に比べると規模は小さい。 

※なお、上記各駅の乗車人員（平成 18 年度の 1 日平

均）は、富山駅：約 17,000 人に対し、金沢駅：約

21,000 人、岐阜駅：約 29,000 人とやや多い。 

高架下空間を有効活用し、既存の機能を備えつ

つ＋αの機能を整備して魅力を高める必要あり

（既存施設のグレードアップも視野に検討） 

◇待合室 

 改札口付近のラッチ外に設置

 そば屋と併設、20 人程度収容

どのような機能を導入すべきか？ 

（高架下への導入機能を検討） 
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（２）高架下への導入機能の検討（案） 

１）高架下に欠かせない機能 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③商業（土産店） 
 
 

◆高架下に欠かせない機能として、①観光案内、②商業（土産店）、

③待合室、④交番が挙げられる。 

①観光案内 
 
 

②待合室 
 
 

④交番 
 
 

◇既存の市観光案内所や市観光コーナーの機能を高架下に設ける。 

◇新幹線で来た観光客がわかりやすいよう改札口付近への配置を検討。 

◇公共交通案内や宿泊案内の機能を併設。 

◇「いきいきＫＡＮ」などの観光関連施設との連携に配慮。 

 

◇既存の「とやま駅特選館」の２階にあるような土産店を配置。 

 （ます寿し、銘菓、鮮魚、地酒、工芸品など） 

◇既存の待合室を拡充し、新幹線開業後の需要増に備える。 

◇そば屋やカフェ等の飲食店との併設も視野に入れた検討が必要。 

◇大型ビジョンや無線ＬＡＮコーナーを併設し、冷暖房が入った室内で

待ち時間を快適に過ごせる空間を確保。 

 

◇駅周辺の治安維持のため、既存の「富山駅前交番」を高架下に配置。 

小田急和泉多摩川駅前高架下に位

置する和泉多摩川交番 
鹿児島中央駅の地下通路に位置す

る鹿児島中央駅前交番 
ＪＲ富山駅と地鉄駅

の間に位置する既存

の富山駅前交番 

熊本駅の総合観光案内所 
・改札口のすぐ横にあり、交通、宿

泊、レンタカー、レンタサイクル

等の総合案内に対応。 

鹿児島中央駅の総合観光案内所 
・熊本駅同様、改札口直近にあり、

交通、宿泊、レンタカー、レンタ

サイクル等の総合案内に対応。 

長崎駅の総合観光案内所 
・他駅の施設と同様、改札口直近に

あり、交通や宿泊等の総合案内に

対応。カフェや待合室と併設。 

博多駅の待合室（ラッチ内） 
・立ち食いそば屋と併設。 

・無線ＬＡＮコーナーを設置。 

岡山駅の待合室（ラッチ内） 
・カフェと併設。 

・無線ＬＡＮコーナーを設置。 

・大型ビジョンや雑誌を設置。 

長崎駅の待合室（ラッチ外） 
・カフェ及び総合観光案内所と併設。

・大型ビジョンを設置。 

・室内からホームの列車を眺めながら

待ち時間を過ごせる。 

とやま駅特選館２階の土産店 金沢駅高架下の土産店 福井駅高架下の土産店 
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２）高架下への立地が望ましい機能 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆高架下への立地が望ましい機能として、①観光情報、②観光物産、

③商業（飲食店）、④クイックコンビニエンスが挙げられる。 

①観光情報 
 
 

③商業（飲食店） 
 
 

④クイックコンビニエンス 
 
 

②観光物産 
 
 

いきいきＫＡＮ内のます寿し作り等の体

験コーナー。高架下に導入すれば、電車を

待つ間にも利用可能。 

いきいきＫＡＮ内にある薬ミュージア

ム。薬膳カフェが楽しめる空間を高架下

にも配置。 

◇富山市内だけではなく、県都の玄関口として、富山県全体の観光情報

を入手できる機能。 

→現在は「いきいきＫＡＮ」（CIC５階）にあり→機能移転を検討 

◇富山市内だけではなく、富山県全体の観光物産を取り扱う店舗や、各

種物産の紹介コーナー、ます寿し作り体験コーナーなどの機能。 

→現在は「いきいきＫＡＮ」（CIC５階）にあり→機能移転を検討 

いきいきＫＡＮ内の一角。県内全体の地図

があり、映像でも観光資源の紹介が行われ

ている。 

いきいきＫＡＮ内の観光情報コーナー。

県内市町村のパンフレットが豊富に並

び、詳しい情報を入手できる。 

◇既存の「とやま駅特選館」にあるレストランや居酒屋等の飲食店。 

◇富山の“きときと”な食材を味わえる鮮魚食堂、ます寿し店など。 

◇気軽に入れるカフェ、ファーストフード店。 

 例）高架下のＡ及びＤブロックでは、ＬＲＴを眺めながら飲食を楽しめ

る空間を整備。 

◇気軽に多くのものが手に入るコンビニエンスストア（キヨスク）。 

◇ＡＴＭ（銀行、郵便局など）、ドラッグストアなど。 

金沢駅高架下「ぐるめ小路」 
・金沢百番街の「おみやげ館」に位

置する飲食店街。 

福井駅高架下の飲食店街 
・「プリズム福井」内に整備された

飲食店街。「越前そば」などの地

域を代表する食が味わえる。 

長崎駅待合室内のカフェ 
・ホーム脇に設けられており、出入り

する列車や人を眺めながら珈琲を

楽しめる。富山でもＬＲＴを眺めな

がらくつろげる空間が必要。 

金沢駅高架下のコンビニ 
・現在の富山駅にあるものと同じハ

ートインだが、金沢駅の店舗は書

籍や土産物も扱っており、規模が

大きい。 

金沢駅高架下のＡＴＭ 
・金沢百番街「ふれあい館」の奥に

は、郵便局に並列してＡＴＭコー

ナーを設置。 

福井駅高架下のﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ 
・「プリズム福井」内に整備されたド

ラッグストア（マツモトキヨシ）。

金沢駅西口に新たに整備された金

沢百番街「くつろぎ館」の中にも立

地している。 
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３）高架下に考えられる富山らしい機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「きときと」「ＬＲＴ」「ガラス」をキーワードとする機能を配置し、

富山らしさを演出。富山の新たな名所として高架下を活用。 

「きときと」 
 
 

「ＬＲＴ」 
 
 

「ガラス」 
 
 ●富山の「きときと」（新鮮）な食材を味わ

えるフード・テーマパーク 

（海の幸、富山ブランドの食など） 

●今や富山の代名詞。全国・世界のＬＲＴ

が集うステーションミュージアム 

（ミニチュア車両、パネル展示など） 

●「ガラスの街とやま」の新たな拠点とな

るステーションギャラリー 

（作品展示・紹介、作品販売など） 

※「きときと」な海の幸 
 ブリ（寒ブリ）／シロエビ／ホタルイカ／ベニズワイ

ガニ…等 

 

 

 

 

 

※富山ブランドの食 
 ますの寿司／五箇山豆腐／越中料理／氷見うどん／

昆布〆／とやまポーク／呉羽なし／加積リンゴ…等 

※国内のＬＲＴ車両導入都市 
 高岡（万葉線）／岡山（岡山電気軌道）／広島（広島

電鉄）／松山（伊予鉄道）／鹿児島（市交通局）／熊

本（市交通局）…等 

 

 

 

 

 

※海外のＬＲＴ車両導入都市 
 ストラスブール（フランス）／フランクフルト（ドイ

ツ）／アントワープ（ベルギー）／ロンドン（イギリ

ス）／ロサンゼルス（アメリカ）…等 

ポートラム（富山） グリーンムーバ（広島） ユートラム（鹿児島）

ストラスブール フランクフルト アントワープ 

ブリ刺身 シロエビ ホタルイカ 

ますの寿司 五箇山豆腐 氷見うどん 

※「ガラスの街とやま」のＰＲ 
 駅を新たな拠点として、富山市の新たな文化・産業で

あるガラス工芸を広くアピール 

 

 

 

 

 

 

※既存施設との連携による回遊性向上 
 富山国際会議場のアートサロンや城址大通り等のミニケー

スギャラリーと連携し、中心市街地の回遊性を向上 

事例 「浜松べんがら横丁」（遠州鉄道新浜松駅高架下） 事例 「(旧)交通博物館」（ＪＲ東日本中央線高架下） 

・1921 年に東京駅高架下に開館。関東大震災後、1936 年に旧万

世橋駅舎跡地に移転。一部、中央線高架下を利用。 

・車両の一部やパノラマ模型、運転シミュレータなどを展示し、

多くの鉄道ファンに親しまれてきたが、2006 年に閉館。 

・2007 年に「鉄道博物館」として、さいたま市に新装開館。 

旧交通博物館 パノラマ模型 現在の鉄道博物館 

事例 「金沢ステーションギャラリー」（ＪＲ金沢駅高架下）

・2006 年 3 月、遠州鉄道新浜松駅高架下にオープン。 

・中心市街地活性化を目指す浜松市（静岡県）が「都心ゲートパ

ーク整備事業」の一環として、コンペ方式で事業者を決定。 

・にぎわい空間の創出を目指した「食のコミュニティパーク」と

して整備し、全国から 13 店舗が出店。昼も夜も楽しめる。 

高架下のべんがら横丁 店舗の一例 宴会の場としても活躍 

富山ガラス工房、富山

大学、桝田酒造店の共

同開発のデカンタ 

ギャラリーの一例 

（富山ガラス工房） 

ショップの一例 

（富山ガラス工房） 

富山国際会議場のｱｰﾄｻﾛﾝ 城址大通りのﾐﾆｹｰｽｷﾞｬﾗﾘｰ 

・ＪＲ金沢駅の在来線高架下に設置（石川県、金沢市が主体）。 

・約 420 ㎡のフロア内で、県内の工芸品などを中心に展示。 

・金沢市では、駅～中心部までの都心軸を「アートアベニュー」

と位置づけ、パブリックアートを展示。まちなかには「金沢 21

世紀美術館」があり、駅～中心部がアートでつながっている。

金沢ｽﾃｰｼｮﾝｷﾞｬﾗﾘｰ ショーケース 金沢 21 世紀美術館 
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【参考】他駅における高架下利用の事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＪＲ金沢駅高架下の事例～ブロックごとにコンセプトを設定～ 
 

在
来
線 

高
架
下 

新
幹
線

高
架
下 

◆他駅では、飲食店や土産物店などの商業施設を中心に、観光案内・行政サービスなど多様な用途に活用されている。 

◆金沢駅では、ＪＲ所有の高架下の一部を県・市が借り上げ、公共施設を設置（観光情報センター、市民サービス窓口、子育て支援施設等）。

■おみやげ館など（延べ床面積：約 3,500 ㎡） 
・土産店、飲食店街、宅急便、トイレ等 

土産店が並ぶ館内 飲食店街「ぐるめ小路」 

あじわい館の様子 市民総合ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 

■あじわい館など（延べ床面積：約 2,500 ㎡） 
・飲食店街、市民総合サービスコーナー、こどもらんど等 

こどもらんど 

中央に設けられた円形のカフェ 金沢ステーションギャラリー 

■トレンド館など（延べ床面積：約 8,000 ㎡） 
・ファッション、雑貨店、カフェ、ステーションギャラリー、

みどりの窓口、市営駐車場、トイレ等 

トレンド館の様子 

ふれあい館の様子 観光情報センター 

■ふれあい館など（延べ床面積：約 3,000 ㎡） 
・観光情報センター、待合室、飲食店、土産店、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店、ﾏｯｻｰｼﾞ店、

携帯電話店、郵便局、ＡＴＭ、コインロッカー、トイレ等 

待合室 土産店の様子 

西口 

高架下面積：約 17,000 ㎡ 
（下図の４つのエリアの延べ床面

積合計であり、柱の面積を含む） 

※富山駅高架下の２倍以上 

東口 

約 200 ㎡ 約 110 ㎡

約 340 ㎡ 約 140 ㎡ 

約 420 ㎡
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■ＪＲ金沢駅高架下の管理運営体制 
 

全体面積：約 42,000 ㎡（ＪＲ西日本） 

公衆施設や 

ＪＲ業務施設除く 

貸付可能面積の 10％ 

（公租公課相当分） 
（Ｈ２年当時の建運協定） 

貸付可能面積の 90％ 

◇金沢百番街（トレンド館、

おみやげ館）など 

（金沢ターミナル開発㈱） 

◇金沢ステーションギャラリー 

（石川県、金沢市） 

◇石川県薬事センター 

 （（社）石川県薬剤師会） 

◇水防資材置場 

 （石川県） 

◇自転車駐車場 東側 

 （金沢市） 

◇自転車駐車場 西側 

 （金沢市） 

◇バイク専用駐車場 

 （金沢市） 

◇撤去自転車保管庫 

 （金沢市）→ＪＲに返却済み 

★在来線高架下の管理 
※石川県・金沢市・(社)石川県観

光連盟・金沢市観光協会・㈱テ

ィーエルエムの５者が「石川県

金沢観光情報センター運営協議

会」を通じて金沢ターミナル開

発㈱に委託。 

★ｽﾃｰｼｮﾝｷﾞｬﾗﾘｰの管理運営 
※管理は、県・市・情報センター

運営協議会の３者で協定を結び

県・市より情報センター運営協

議会に委託。 

※運営（展示物の企画等）は、石

川県及び金沢市から「石川県地

場産業振興センター」に委託。 

ＪＲ西日本から 

県・市に貸付 

転貸 転貸 

◇キヨスク、待合室 

◇商業施設 

（金沢ﾀｰﾐﾅﾙ開発㈱等） 

利用 

★新幹線高架下の管理 
※管理は、石川県・金沢市・

ＪＲ西日本・いしかわまち

づくりセンターの４者が

「管理者協議会」を設立

し、金沢ターミナル開発㈱

に委託。 

貸付 

◆在来線高架下の所有関係及び管理運営体制 ◆新幹線高架下の所有関係及び管理運営体制 

貸付可能面積：約 29,000 ㎡（ＪＲ西日本） 

一般貸付面積 公共貸付面積 

ＪＲから金沢ターミナル

開発㈱に貸付 
ＪＲから石川県及び

金沢市に貸付 

公衆施設や 

ＪＲ業務施設除く 

貸付可能面積：約 7,000 ㎡（ＪＲ西日本） 

全体面積：約 8,000 ㎡（ＪＲ西日本） 

金沢市 石川県 

いしかわまちづくりセンター 

◇観光情報センター（県・市） 

◇郵便局（日本郵便） 

◇喫茶店（母子寡婦福祉連合会） 

◇商業施設（金沢百番街ふれあい館、あじわい

館など）（金沢ﾀｰﾐﾅﾙ開発㈱） 

◇市民ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ（金沢市市民課） 

◇こどもらんど（金沢市こども福祉課） 

◇駐輪場（金沢市交通政策課） 

◇障害者駐車場（金沢市こども福祉課） 

ＪＲ西日本 

金沢市交通政策課提供資料をもとに作成
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■ＪＲ岐阜駅高架下の事例～県都岐阜市の玄関口にふさわしい多彩な機能を整備～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ＪＲ岐阜駅高架下の特徴] 

・駅区間 600ｍ、延べ床面積 61,000

㎡の広大な高架下空間を対象に、

県都岐阜市の玄関口にふさわしい

開発をするため、岐阜県・岐阜市・

ＪＲ東海の三者で「岐阜駅高架関

連整備開発検討委員会」を設置し、

協議を重ねた。 

・公設民営による高架下空間の利活

用（ＰＦＩ手法） 

・新たな魅力、活力、賑わいを創出

するため、「おしゃれ」「健康」「楽

市楽座」を基本コンセプトに導入

機能を検討。 

・森ビル都市企画株式会社が企画運

営。現在も管理運営を担当。 

・高架下主要施設：「アクティブＧ」

（商業施設、県→森ビル）、「ハー

トフルスクエアＧ」（市の生涯学習

施設）、「アスティ岐阜」（ＪＲ系の

商業施設） 

■アクティブＧフロアマップ（ホームページより） 

アクティブＧ（楽市楽座２階） 飲食店街の様子（２階） 

コナミスポーツクラブ岐阜 駅市場 ＤＯＤＡ-ＧＩＦＵ 

■ハートフルスクエアＧフロアマップ（ホームページより）

図書館 

体育ルーム

市民活動 

ルーム 


